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私のショーを見て笑ってくれ、
声をあげて楽しんでくれ、

好きになってくれた、
ニューヨークを含む何千何百という世界中の子どもたちへ。

子どもとはどういうものかを私に教えてくれたのは、
君たちでした。本当にありがとう。

私のマジックを観ている君たちを見るのは本当に楽しい体験でした。
君たちも同じくらい楽しんでくれたことを願って。

この書籍で解説されているマジック道具（ウォンドやその他の道具）はウェブサイト
（英語） www.sillymagic.com で購入できます。日本のマジックショップで購入でき
るものもあります。
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まえがき

ここ四半世紀で、子どもたちのとる態度は徐々に変わってきました。今の子どもた
ちは程度の差はあれ、昔にくらべて断然目が肥えているのです。いわゆる科学の発達

4 4 4 4 4

（不可能なことを簡単にやってのける映画のヒーローたちや血を大量に流すゲームな
ど）のおかげで子どもたちは強烈な刺激に慣れており、それらと比べるとマジシャン
の演じるマジックは退屈なものになってしまったのです。

さらに残念な変化もあります。20 年ほど前までは一部の例外を除いて子どもは一
般的にマナーが良く、静かで思いやりを持っていました。マジシャンにとっても、そ
んな子どもたちを相手にすることは特別難しいことではありませんでした。しかし今
では、当時は例外だったような子どもたちが幅をきかせるようになってしまっていま
す。今の子どもたちが一五年前の子どもたちより劣っている、というわけではないで
しょう。しかし昔を知っている大人たちは、今の子どもたちは昔よりマナーがなって
いないと断言しています。彼らは年上に敬意を払わず、公共の場での振る舞いもとて
も褒められるものではありません。

今みなさんが読んだ文章は、1939 年にエディー・クレバーが書いた『子どもたち
をマジックで楽しませる（Entertaining Children with Magic）』からの引用です。
おそらく子ども向けにマジックを演じることについて書かれた最初の本でしょう（「血
を大量に流す話のラジオ」という原文は「血を大量に流すゲーム」に替えましたけど
ね）。どうでしたか？みなさんは、私が今の子どもたちについて書いたのだと思いま
せんでしたか？

クレバー氏の文章からは多くのことが学べます。子ども自体についてはもちろん、
大人から見た子どもの目線やさらには子どもにマジックを演じることについてまで書
かれています。1939 年当時にクレバー氏が心配していたのは、子どもたちが様々な
メディアに過剰にさらされるこ
とで、ライブのマジック・ショー
に対する興味が失われてしまう
のではないか、ということでし
た。クレバー氏は映画やラジオ
を引き合いに出しましたが、こ
れは現在でも同じことが言えそ
うです。子どもたちは様々な新
しいメディアによって変わって
きました。20 世紀初頭に流行
した庶

ニ ッ ケ ル オ デ オ ン
民向け映画館に代わって

ゲームやテレビ番組が数多く出
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現し、子どもたちは次から次へと発売されるＤＶＤを何度も繰り返し見るようになり
ました。

こういったメディアは子どもたちの “ 刺激の期待値 ” を変えてきました。今の子ど
もたちはより早いペースで、より大きな動きをするものを望むようになっています。
ＣＭやミュージックＰＶが子どもの集中力に悪影響を及ぼしていると非難されるの
は、今では当たり前の光景です。さらに言っておかねばならないのは、現在は様々な
ＴＶ番組や映画、本やゲームといったものが製作されていますが、その中でも「子ど
もたちを対象にしたもの」が制作されることがごく普通になっているということで
す。視聴者の年齢層まで明確に計算された子ども向けのメディアが数多くあるのです。

そしてクレバー氏は、こういった新しいメディアのせいで子どもたちの態度、振る
舞い、言動が以前より「悪くなった」と訴えています。でもこれはどこでも聞く話だ
と思いませんか？みんな「今の子どもは昔の子どもより言うことをきかなくなった」
と不満を言うではないですか。あのアリストテレスだって自分の子どもには、昔の子
どもよりも態度が悪いと不満を言ったに違いないのです。

つまり、子どもは変わらないのです。子どもはいつの時代も常に、大人が思うより
もずっと態度が悪いものなのです。さきの例から分かることはまだあります。それは
「子どもは変わらないが、時代は変わる」ということ。テレビを通じて世界中の子ど
もたちが最新の流行やティーン・アイドルのファッションをマネしています。田舎に
住んでいる子どもたちだって、都会で流れている最新の曲を聞くことができる。ハリ
ウッドの有名女優が素敵な服を着ていたら、それが翌月にはアメリカ中のウォルマー
トで販売されたりするのです。子どもの態度やユーモア、使う言葉などは地域特有の
ものではなく、今や世界規模で動いています。

現在われわれは、より寛容でより進歩した、より教育のある社会に生きています。
インターネットと 200 以上ものチャンネルがあるケーブルテレビのおかげで、ほん
の数年前と比べても、今の子どもたちはより早く賢く育っていきます。では子ども向
けのマジックはその変化に対応してきたか？と問われれば、そうではないと言わざる
を得ません。

今こそ「現代の都会に住んでいる物知りな子どもたち」を相手にしたマジックにつ
いて考えた本が必要な時ではないでしょうか。現在のキッズ・ショーは、使われてい
る価値観やセンス、間の取り方が未だに古くさいものが多いように思います。私たち
が相手にしているのは 21 世紀に生まれた子どもたちであって、19 世紀の子どもで
はありません。時代が変わるのなら、私たちも変わっていく必要があるのです。

この本では、実際に私が子どもたちを相手に演じてきたアイデアばかりを収録して
います。みなさんの参考になれば良いと思うのですが、もちろんすべてに納得してい
ただけるとは思っていません。私は 18 年以上もの間に 7,000 回以上、子どもたちに
マジックを演じ、これで生計を立ててきました。私なりにマジックを演じ続けること
で、パフォーマーとしても経済的にも多くの成功を収めることができました。あなた

がこの本を楽しんでくれれば、そしてあわよくば、この本が何かの役に立てれば良い
と思います。

私の考えを理解してもらえ、自分のものにしてもらえるならこんなに嬉しいことは
ありません。世界中のすべての子どもたちのために、この本を通じて子ども向けマジッ
クの底上げがされることを願っています。
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はじめに：魚を釣る方法教えます

『飢えている人に魚をあげれば、彼はその日は生き延びられるだろう。
しかし魚の釣り方を教えれば、一生飢えることはない』

この教えはマジックにも当てはまる。

マジックの本とは大抵、あるマジシャンが長年磨き上げてきて、そのうえで仲間
のマジシャンたちと共有したいと思ったマジックが解説されているものです。現在
はマジックを解説してくれるレクチャーＤＶＤが数多くあり、それでマジックを覚
えることによってオリジナリティの無い、コピーされた演技ばかりするマジシャン
が多く出るようになりました。しかし一流のマジシャンたちに読むべき本を尋ねる
と、最も多く出てくるのはタネや仕掛けについて書かれたものではなく、ダリエル ･
フィツキーの三部作『ショーマンシップ ･ フォー・マジシャン（Showmanship for 
Magicians）』（1943 年刊）、『トリック ･ ブレイン（The Trick Brain）』（1944 年刊）、『マ
ジック・バイ・ミスディレクション（Magic by Misdirection）』（1945 年刊）といっ
た本なのです。

これはなぜでしょうか？一流のマジシャンたちは、マジックを学ぶならばその芸術
の理論を理解する必要があることを知っているのです。どのように、なぜ、マジック
がエンターテイメントとして成立するのか、本質的な知識を持って
おかなければならないのが分かっているのです。そうすることで
初めて、私たちは自分たちのマジックを賢明な視点でみなおす
事ができるのです。誰かのマジックをコピーするのではなく、
手を加え、見栄えをよくし、直しを入れて、自分自身のもの
に作り変えられるようになるのです。

我々の努力が実ったのか、21 世紀に入っ
たあたりからキッズ・ショーは
以前より市民権を得、それま
で無かったほどの人気を獲得
するようになりました。私も
キッズ・マジシャンとして多く
の雑誌の表紙を飾ることができ
たのです（私のキャラクターであ
る「シリー・ビリー」として、『マジッ
ク誌（MAGIC）』1995 年 9 月号、『ジ
ニー誌（Genii）』2004 年 9 月号」
の表紙になることができました）。ほ

とんどのマジック専門誌でキッズ・ショーのコラムが毎月連載されるようになり、マ
ジックのコンベンションではキッズ・ショーを専門としたレクチャーも開かれたりし
ています。またキッズ・ショーに特化したコンベンション「キッダブラ」も開催され
るようになりました。

とは言え、まだまだ未発達な部分もあります。キッズ ･ ショーについて書いた本も
出てくるようになったのですが、残念ながらそこには大人を相手に演じるマジックを
解説した本と同じような形で、子ども向けのマジックが解説されているだけなので
す。きっとそのマジックは、著者が何百回と演じて磨き上げてきた、お気に入りのマ
ジックなのでしょう。その内容はたいてい素晴らしいもので、文句のつけようはあり
ません。しかしながら、キッズ・ショーの世界には決定版と言える一冊は未だないの
です。マジックを通じて子どもたちに楽しんでもらうための哲学や心理学、理論を教
えてくれる本が、まだ存在していないのです。

私はこの本が、その一冊になれればと思っています。

本書では、マジックを通して子どもたちに楽しんでもらえる方法の原理原則を紹介
します。私は 18 年以上キッズ・ショーを演じてきました。そこで発見した「素晴ら
しいキッズ・ショーを作るための基本」をお伝えしたいと思います。

私は、私が演じているマジックのやり方をただ解説するよりも、キッズ・ショーを
演じて人生を豊かにするための考え方を書きたいと思っています。特定のマジックや
セリフについて書くよりも、理屈と原理原則をこそ紹介したい。子どもたちに楽しん
でもらうとはどういうことなのか、その知識をしっかりもっていれば、新しいマジッ
クに出会ったときにも役に立ちます。そしてこれは大人を対象にしたマジックにも言
えることです。これらの原理原則を身につければ、あなたも自分の演技スタイルに合っ
た独自のパワフルな演技を作ることができるのです。様々なマジックを本やＤＶＤで
学んだときに、自分用にアレンジしより面白く作り上げることができるようになるの
です。

とは言うものの、私がいくらマジックやショーをより良くする知識やノウハウを提
供しても、あなた自身がそう望まなければ始まりません。あなたは演技をより良くし
たいと思わなければならない

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のです。より面白く、より良いパフォーマーになりたい
と望まなければいけません

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。子どもたちの失笑を無くさないといけません。彼らを驚
かせないといけません。決められたマジックをそのまま演じるだけで満足している読
者にはこの本は向きません。チェンジング・バッグが空なのを見せた後で大量の風船
を出すとか、風船を 40 分間ねじるだけで「マジック・ショー」と呼んでいる、そう
いうことがしたいのであれば、私にできることは何も無いでしょう。素晴らしいマジ
シャンであるジョン・カーニーが書いた『カーニーコピア（Carneycopia）』に収録
されているエッセイの冒頭にこうあります。

「演技に生活がかかっていないアマチュアでさえも、大きな賞賛をもらえば充実感や
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満足感を感じるものだ。名人の域までとは言わなくとも、上達したいとさえ思わない
のであれば、その人にとってマジックとは何なのだろうか？」

この文章を読んでいるみなさんは、そういった人たちではないでしょう。ショーを
より磨き上げることに力を注ぎ、子どもたちが楽しんでくれるようにベストを尽くす
人たちだと思います。そんなあなたに、そしてキッズ・ショーを愛するすべての皆さ
んに、感謝します。

よいフィッシングを！

サンプル

パート１
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パート４：よくある問題の解決方法

「それ知ってる！」を真に受けない

キッズ・ショーを行うと、「それ知ってる！」や「見たことある」と言う子どもが
必ずいます。こんなことを言われるのはしょっちゅうです。言われてもうろたえない
でください。慌ててはいけません。実際には、あなたが思うほど悪い状況ではないの
ですし、彼らも悪意で言っているわけではない場合がほとんどなのです。

子どもは「それ知ってる！」とよく言いますが、実際には知ってなどいません。そ
の証拠にマジシャンがロープを手にすると、何百とあるロープ・マジックのうちどれ
を演じようとしているか分からないにも関わらず、子どもは「それ知ってる！」と大
声で言うではありませんか。それでも「それ知ってる！」と言うのです。マジシャン
がトランプ１組を出しただけでも「それ知ってる！」と言います。カードマジックは
何千種類もあるのにです。マジシャンがどのカードマジックを行おうとしているか、
実際に子どもが知っているわけがありません。

どうして子どもは「それ知ってる！」と言うのか
子どもが「それ知ってる！」と言ったとき、これは実際には別のことを意味してい

ます。問題児が悪意を持って発言しているわけではないのです。

３～６歳児が「それ知ってる！」と言う場合は、その道具を見たことがある、とい
う意味です。道具を知っている、と言ったに過ぎません。

幼い子どもにとって何かをよく知っている、ということは大きな意味があります。
なぜなら彼らの短い人生では、知らないことや初めて経験することの方が多いのです
から。周囲にあるのは初めての物、初めての言葉、初めての人ばかり。なので自分が
知っている物を見ると子どもは興奮するのです。「知っている」という感覚は子ども
にとって、いつもと違った予想外のものなのです。彼らにとってマジック・ショーは
新しい経験です。マジック・ショーで見るもの経験するものすべてが、どうせ自分に
とっては初めてのものだろう、と子どもたちは思っています。そんな場所で自分が知
っているものを見つけると、それがただのロープであっても知っているということに
驚き、感情を表現せずにはいられなくなります。その結果が「それ知ってる！」なの
です。

25000 人の大人がエルトン・ジョンのコンサートに行ったとします。そこでエル
トン・ジョンが「僕の歌は君の歌 」のイントロを演奏し始めると、どうなると思い
ますか。観客は拍手を始めるのです。この拍手は「その歌は知ってるから演奏しなく
ていい」という意味ではありません。「この歌は知っている。大好きだから何度も聴
いた。また聴きたい」という意味です。同じように、幼い子どもは自分が知っている

ものを見て興奮した気持ちを表現するのです。「これは見たことがある。前に見たと
き、面白かった。また見ることができて、すごく嬉しい！」

７～９歳児や 10 ～ 13 歳児が「それ知ってる！」という場合には、また別の理由
があります。彼らは学校では、自分たちが主役の自分たちの世界を持っています。し
かし自分にできないことをやってみせるマジシャンの前では、まだまだ自分たちが若
く未熟だと言うことを思い出さざるを得ません。「それ知ってる！」というセリフは、
現実と自我の差を埋めるために発せられるのです。

彼らの自我はまだ不安定です。知っていると言うことで、友達にすごいと思われた
いのです。マジックのネタを知らなくても、格好良く思われたいためにそう言ったり
するのです。しかし悪意があるわけではありません。ショーを台無しにするつもりは
ないのです。不安定なだけなのです。

マジシャンがロープを出したのを見た瞬間に彼らの脳裏をよぎるのはこんな思考で
す。「親友にバカだと思われたくない。多分、あいつはこのマジックを知ってる。だ
から、自分も知ってると言ってやろう。もし言わなかったら、こんなことも知らない
んだと思われてしまう。でも、あいつは知っている。だから自分も、知っていると言
わないと」そして、こう言うのです。「それ知ってる！」

その一方で…
実際に子どもがクライマックスや仕掛けまで知っている場合もあります。何度もマ

ジック・ショーを見るような子どもは、そこで起こったことを覚えていきます。どの
パーティでもマジシャンが呼ばれるような富裕層の地域では、特にそうです。ニュー
ヨークでは次のような光景はよくあるものです。ダブパンをテーブルに載せると、子
どもたちが「鳥が出てくるんだ」とか「お菓子が出てくるよ」と叫ぶ。ニューヨーク
の子どもたちはダブパンを使ったマジックを何度も見ているので、道具を見るだけで
クライマックスが分かってしまうのです。

驚きのクライマックスをバラしてしまう子どもと、プロットを言うだけの子どもが
いますが、これは大きく違います。ヒピティ・ホップ・ラビットを見せたときに子ど
もが「赤と黄色になるんだ」と言うのと、ミルクピッチャーを出したときに子どもが「ミ
ルクが消えるだよ」と言うのでは意味が違います。ミルクピッチャーを使って何がど
うなるかバレても、それほど問題ではありません。しかしヒピティ・ホップ・ラビッ
トのようなマジックの内容がバレてしまっては、まったく面白くなくなってしまいま
す。私だって、赤と白と青いシルクを出したときに子どもから「旗に変わるんだ！」
と言われてしまうときもあります。しかし、赤と黄色と緑のシルクを（クリスタル・
チューブを演じるために）出すのを見て「旗に変わるんだ！」と言われるのは、むし
ろとても面白いことです。

こういったことを避けたいと思ったら、（中略）
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ショーでは基本的に子どもに声を出してもらいたいので、問題はややこしくなり
ます。当然彼らにはショーの内容に反応してほしいし、引っかかった瞬間には大声
をあげてほしいし、アシスタント役の子どもには元気に振舞ってほしい。その一方で
手順を始めたときに大声でネタをばらしてはほしくない、と我々マジシャンは思いま
すが、そんなことは子どもたちにとっては関係ないでしょう。子どもが「それ知って
る！」と言うのは、それほど悪いものではない、ということだけ覚えていてください。
悪意はないのです。それはとても子どもらしい行動なのです。こちらはやるべきこと
をしっかりやるだけです。

『キッズ・ショーでよく起きる 10 の問題の解決方法』の項目では「それ知ってる！」
と言われたときの面白い対応を数多く紹介しています。
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